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報　告

韓国リハビリテーション工学協会（RESKO）カンファレンス 2012 出席報告

ー Report of RESKO Conference 2012 ー

RESJA 国際担当理事　大鍋　寿一　Hisaichi Ohnabe

（新潟医療福祉大学　名誉教授）、（ピッツバーグ大学　客員教授）

１. はじめに

　韓国は2007年に韓国リハビリテーション工学協

会（Rehabilitation Engineering and Assistive 

Technology Society of Korea (RESKO)）を設立、第1

回韓国リハ工学カンファレンス1)が釜山で開催された。

　日韓の連携を促進するため2011年 11月第 5回

RESKOカンファレンス時、徳島アグリーメントに沿っ

て、RESJAとRESKO の協力協定 MOA2)が結ばれた。

2012年 8月のRESJAカンファレンス（福岡）に続き、

11月に MOA後韓国でははじめての第 6回 RESKOカン

ファレンスが全州で開催され出席したので報告する。

２. RESKOカンファレンスでの論文発表状況

　RESKOカンファレンス講演論文集でタイトル、著者

とアブストラクトが英語併記されたもの36 件（56%）、

タイトルと著者のみ英語併記されたものは 17件

（27%）、英語のみのものは11件（17%）、（内日本からの

もの7件、台湾リハ工協会1件、インドネシア（日本留

学者）2件、全部韓国語のものはゼロであった（図1）。
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３. 日本からの参加発表

　日本からの参加発表はRESKOが当初設定した締切

時にはゼロであった。RESJAとしても再勧誘を行うと

ともに RESKOが独自のチャンネルでも勧誘を行った

結果、RESJAの会員から3件（報告者の分を入れる

と4件）、非会員から3件であり、合計7件であっ

た。それらは次の通りである。

1)	半田 隆志（埼玉県産業技術総合センター）

	「座位姿勢計測機器と葬儀用和紙製義肢の開発に

ついて」3)。

2)	上野忠浩（横浜市総合リハビリテ－ションセンタ－）

「重度肢体不自由者に対する多機能携帯電話用イ

ンタフェースの検討」4)。

3) 藤田 良平（大阪電気通信大学 医療福祉工学部）

「義足歩行計測・評価システムを用いた Roll-over 

Shapeによる義足足部・足継手の機能評価」5)。

4) 野方文雄（岐阜大学）

	「胸部振動から導出した心臓運動」6)。

5)	なお、インドネシアから岐阜大学へ留学生中のM. 

I. Rusydiも2件の論文発表を行った7),8)。

6)	報告者は、下記を総会時講演した9)。

　「日本のリハビリテーション工学と支援技術の動

向」のタイトルで世界障害レポート（リハビリテーショ

ン工学技術関連）、日本の人口（高齢者人口）動向、

ICFモデル、ユニバーサルデザイン/共用品、世界の

リハビリテーション工学関連協会の連携、倫理審査

（IRB）―これは日本の関連学協会では日本生活支援

工学会が積極的に行っている）、RESJA関連活動とし

て復興支援事業・重度障害者用意思伝達装置、介

護ロボット産業の2035 年までの予測および第23回

リハ工学カンファレンスin 新潟で共同開催した車い

す国際修理技術交流会の「空飛ぶ車いすプロジェク

ト」日本・韓国・台湾によるタイでの連携ボランティ

ア活動についても紹介した。

図1	 RESKOでの論文発表で英語の使用状況：タイトルと著者、

アブストラクトを英語でも併記されていたものの比率
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４. 台湾リハ工協会（TREATS）からの出席

　台湾TREATSからは会長のDr.ChangがRehabilitation 

Engineering and Assistive Technology in Taiwan, 

Opportunity and Revival（Part 1, 2）台湾リハビリ

テーション工学・支援技術の現状と未来展望（中国

語より報告者の推定訳）について総会時講演された。

特記事項は次の通りである。

1)	2003年 Ministry of Education in Taiwan has 

funded Assistive Device Center for Learning 

for College Students with disability.

	 2003 年に台湾文部省は障害のある大学生が学ぶ

ための福祉機器センターを設立した。2004 年に

は高校生にまで拡大された。

2)	視覚支援機器は淡江大学、聴覚支援機器は高雄

師範大学、義肢装具は中山医科大学医院が中心

に学生を支援している。

５. カンファレンス

　会期前日11/1（金）に外国からの参加者のため

の歓迎会（計18 名参加－外国人無料）が行われ

た。英語セッションは 2セッションで11件あり、そ

れに Plenary Lecture（総会講演）が3件（RESJA, 

TREATS, KITECH（Korea Institute of Industrial 

Technology 韓国生産技術研究院））。

　KITECH の Current Status of Wellness 

Technologies「ウェルネス技術の現状」には韓国の

元気のよいこの分野での発表に非常に興味を持って

いたが講演は韓国語であった）。図2は日本・台湾か

らの出席者代表・RESKO 代表による会場での記念撮

影である。

作成）を会場入り口に掲示してもらうとともに、報告

者のプレゼン時最後に提示した。チラシは RESKOカ

ンファ実行委員会で配布していただいた。

７. 結論

1)	韓国（RESKO）の場合自分たちのやっていることを

英語で世界に発信しようとする意気込みが強いこ

とがわかる。RESJAもタイトル、著者とアブストラク

トを英語併記で書くのを標準とすべきであろう。そ

の方が国内にも、海外にも知ってもらえると共に、

このグローバル化した世界で超高齢社会の先頭を

走っている一員として世界に貢献できるし、日本の

高齢者・障害者にとっても貢献できると思われる。

2)	RESJAには世界・アジアの当事者同士の連携から

もますます英語でのOut Putが期待される。
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図2	 日本・台湾からの出席者・RESKO 代表による会場での

記念撮影

６. 第28回リハ工学カンファレンスinいわて・ポスター

　第28回リハ工学カンファのポスター（実行委員会


